
令和３年度 末広小学校 学校評価結果  

保護者の皆様方のアンケート調査結果や児童のアンケート調査結果等を受け、令和３年度の教育活度の成

果と課題、来年度に向けて重点的に取り組んでいく対応策を以下のように示させていただきます。 

◎教育活動 成果と課題  

１ 確かな学力の育成 

【成果】 

・基礎的・基本的な知識・技能の定着をめざし、学びタイムや面談の時間を利用し、計算練習や漢字スキル

学習の充実に取り組むことができた。 

・少人数による算数指導において、一人一人に応じた適切な支援と指導の充実がなされ、成果が上がってい

る。 

・各学年の学習の定着（ＣＲＴ）において、成果が上がっている。 

・「学びの振り返り」「意図的指名」により、主体的で深い学びにつながる継続的な授業実践を行うことがで

きた。 

・一人一研究授業を実施し、学年で同一単元を共同実践したり、相互参観授業をしたりしながら、教員の授

業力向上を図ることができた。 

・本校の現職教育課題達成のために、外部講師を年間４回招いて算数の研修会や授業研究を行い、学習指導

の力量向上につながった。 

【課題】 

・「学びの振り返り」「意図的指名」による授業改善は、一朝一夕に成果が上がるものではない。今後も引き

続き研修を進めていく。 

・他校への授業参観や研修会参加の機会を多くし、教師力の向上につなげたい。 

・授業準備、机上の整とん、下敷きの使用、発表、姿勢、チャイム席など、学習のルール（学びのルール 5

か条）、マナーの指導が、学級間で差異があった。継続した指導が引き続き、必要である。 

・家庭学習の習慣化は引き続き必要である。 

２ 豊かな心の育成 

【成果】 

・特別の教科「道徳」の授業において、提示資料の活用や学年全体で授業を行うなど、指導の工夫と効率化

が見られさらに成果が上がった。 

・リモートでの人権集会を実施するなど、道徳教育、人権教育の充実に努めた。 

・いじめ・不登校の未然防止への取り組みや、いじめ・不登校・問題行動に対して、全職員で共通理解をは

かり、適切な対応を心がけた。 

【課題】 

・コロナの影響で図書室の開館制限もあり、読書に進んで取り組む児童の割合が低学年で低くなっているが、

高学年は昨年度より高くなっている。コロナ対策を講じつつも、読書週間以外での図書館利用の呼びかけ

や授業での積極的な利用を今後も心がける。 

・あいさつ、時間を守るなど、基本的な生活習慣の確立について、引き続き指導が必要である。 

・行事、授業において、今年度も体験活動を充実させることができなかった。来年度、コロナの感染状況に

注意しながら、地域の方などを外部講師として招き、体験活動に取り組んでいきたい。また、介護施設訪

問を通して、交流を図りたい。 

・高学年において、悩みごとなど相談できる先生の割合が昨年度に比べ低くなっている。面談週間だけでな

く日ごろからの声掛けをしながら、見守り体制を気付いていくことが課題である。 

・ピア・サポート活動等に取り組み、共感的な人間関係でつながる集団づくりは、引き続き必要である。 



 

３ 健やかな体の育成 

【成果】 

・体育の授業を中心に、体力つくり運動を進めた。 

・縄跳び週間を設定し、中間放課に「リズム縄跳び」を実施し、体力の向上に努めた。 

・新型コロナウィルス感染防止対策について、「日課表モデル」をもとに、感染レベルに応じて、手洗い・マ

スク着用・換気を徹底した。 

・なわとび週間を行い、体力向上に努めた。 

・けがの発生について、保健指導の中で KYT を行い、未然防止に努めた。昨年度より発生件数が少なかっ

た。事故の防止について、今後引き続き指導が必要である。 

【課題】 

・体力の向上に関わる指導は、引き続き必要である。 

・コロナの影響で体力低下がみられる。体力向上のためにも、運動週間の設定や外遊びを進めていく。 

・運動会の在り方について、コロナ後のことも含めて引き続き検討していくことが必要である。 

４ 未来に生きる力の育成 

【成果】 

・自分の夢や目標をもっている（もとうとしている）児童の割合が９０％を超えている。 

・高学年は学習ツールとして、クロームブックを様々な教科・場面で効果的に活用することができた。 

・情報モラルについて、昨年度作成した「末広小ケータイ・スマホ 3カ条」を情宣し、家庭に啓発した。 

・総合的な学習の時間に、SDGｓについて探求的な学習を行い、学習発表会で発表した。 

【課題】 

・GIGA スクール構想に基づいて、低学年からタブレット端末の活用スキルを高める実践を計画的・継続的

に進める必要がある。 

・リモートでの学習支援の在り方について、今後さらに教員の実践的な研修が必要である。 

・情報モラルについて、引き続き家庭への啓発について、PTA・学校運営協議会との連携を図りその充実に

努めていく必要がある。 

・外国語活動と外国語科の充実は、引き続き必要である。 

・コロナ禍の影響で、外国や日本の伝統文化に直接触れ合うなどの国際理解教育が不十分であったので、コ

ロナ後は充実させていく必要がある。 

５ 信頼される学校づくり 

【成果】 

・必要な情報や学校の様子を伝えているという、保護者の割合が９６％を超えている。 

・学校公開が制限される中、学校ウェブサイトやメールを活用し、学校生活の様子や必要な情報などを、発

信した。 

・自分の学校に自慢できるところがあるという児童全体の割合が８５％を超え、昨年度よりさらに高まって

いる。 

・子どもたちを理解し、相談に適切に応じているという保護者の意見の割合が９６％を超え、昨年度より高

くなっている。 

【課題】 

・「教育職員の業務量の適切な管理等に関する方針」に基づき、引き続き、多忙化解消に係る業務改善に努め、

ワークライフバランスを図る必要がある。 

・コロナ禍の中、どのような学校公開の在り方が望ましいか検討していく必要がある。 



◎来年度に向けての対応策 

１ 確かな学力の育成 

（１）授業力の向上・学力の向上 

・学びの振り返りを生かした「わかる・できる・身につく」喜びのある授業を推進する。 

・読み取る力の向上、漢字・計算スキル学習の充実、家庭学習の習慣化に努める。 

・学習のルール（学びのルール５カ条）、マナーの全校での共通理解を図り、指導を引き続き徹底する。 

・一人一人に応じた適切な支援と指導の充実を図る。 

 

２ 豊かな心の育成 

（１）道徳教育・人権・福祉教育の充実 

・道徳、人権集会、福祉実践教室などを通して、互いに認め合い尊重しあう気持ちを育てる。 

（２）生徒指導の充実 

・職員から進んであいさつするなど、日常のあいさつ習慣を身に着けさせ、自分から進んであいさつできる

児童を育てる。 

・廊下・階段歩行、時間、清掃、係活動、当番活動など、基本的な生活習慣の確立に努める。 

・児童理解と人間関係の把握に努め、情報の共有化と全校体制での指導のを強化・徹底し、いじめ・不登校

等の未然防止、早期発見・早期対応に努める。 

（３）体験活動・読書活動の充実 

・感動を味わえる体験活動の充実を図る。 

・多様な読書活動を行い、意欲化を図る。 

 

３ 健やかな体の育成 

（１）体力の向上 

・体育の授業を通して、体力の向上を図るとともに、外遊び等を進める。 

（２）健康教育、安全教育の充実 

・保健指導を充実し、自分の健康に関心を持たせ、望ましい生活習慣を育む。 

・危険予知トレーニング、月ごとの避難訓練、登下校などの交通安全指導に努め、安全意識を高める。 

 

４ 未来に生きる力の育成 

（１）情報教育の充実 

・コンピュータ・通信端末の低学年からの積極的な活用を図り、系統的・継続的な実践による情報活用能力

の育成とともに、情報モラル教育の充実を図る。 

（２）外国語活動と外国語科の充実 

・ＡＬＴとの連携を図り、外国語での会話や対話を通じてコミュニケーション能力を育てる。 

 

５ 信頼される学校づくり 

・学習の足跡の掲示や黒板のメッセージなど、温かく潤いのある環境づくりに努める。 

・創意工夫を生かした教育活動を進め、末広っ子としての誇りを育む。 

・業務改善に努め、教職員のワークライフバランスを図る。 

 


